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本号のトピックス

開催報告

【１】 岡山県作業療法士連盟 総会

【２】 第１３回 岡山県作業療法士連盟主催 学集会

◆ 新役員体制のご紹介

◆ 岡山県作業療法士連盟 大月会長 就任のご挨拶

下記内容にて活動を行いましたのでご報告いたします。

活動 岡山県作業療法士連盟総会
＆ 第 13 回学集会

主催 岡山県作業療法士連盟

実施 令和 7 年 6 月17日（火）
 19：00～21：00

形式 ハイブリット形式（講義はオンライン）

会場 創心會リハケアタウン（東館）2階研修室

参加者 44名

内容

１）19:00-19:30 岡山県作業療法士連盟 総会

2)19:40-20:40 講演
「社会ニーズに応じた

作業療法の展開」

参議院議員 理学療法士
田中 まさし先生

3)20:40-20:50 質疑応答

4)20:50-21:00 閉会の挨拶



【１】 岡山県作業療法士連盟 総会

◆ 新役員体制のご紹介

（役職） （氏名） （所属施設）

代表理事 （会長） 大月 博 （株）アール・ケア

代表理事 （副会長） （企画部部長） 西  悠太 倉敷平成病院

（副会長） 野間 博光 岡山旭東病院

（副会長） 光藤 美樹 岡山リハビリテーション病院

理事 （事務局長） 岩井 宏明 （株）創心會

大塚 啓介 （株）アール・ケア

乙倉 智恵 岡山リハビリテーション病院

（広報部部長） 河本 聡志 （株）PEOクリエイト

伍賀 大佑 林道倫精神科神経科病院

谷  有人 倉敷記念病院

長瀬 尊徳 岡山旭東病院

難波 加恵 玉野総合医療専門学校

（渉外部部長） 廣田 聖治 （株）創心會

監事 森本 純史郎 林道倫精神科神経科病院

米井 浩太郎 老人保健施設 虹

顧問 二神 雅一 （株）創心會 ※ 日本作業療法士連盟 会長

相談役 西出 康晴 倉敷中央病院 ※ （一社）岡山県作業療法士会 会長

（五十音順）



【１】 岡山県作業療法士連盟 総会

◆ 岡山県作業療法士連盟 大月会長 就任のご挨拶

このたび、岡山県作業療法士連盟の会長を拝命いたしました
株式会社アール・ケアの大月です。
本連盟の会長という重責を担うことに、身の引き締まる思いで
おります。

近年、超高齢社会の進展や地域包括ケアシステムの深化に伴い、作業療法士の果たす役割は
大きく広がっています。医療・介護・福祉の現場では、急性期から生活期まで切れ目のない支援
が求められ、リハビリテーション専門職としての専門性に加え、地域づくりや多職種連携におけ
る貢献も期待されています。また、精神障害や発達障害をもつ方への支援、就労支援、災害支
援など、その活躍の場は多岐にわたっています。

一方で、働き方改革、診療・介護報酬制度の見直し、少子化による人材不足など、私たちを取
り巻く環境は決して平坦ではありません。こうした状況のなか、作業療法士が安心して専門性
を発揮し、地域社会に貢献し続けるためには、制度面・政策面からの支援が不可欠です。

本連盟は、岡山県内の作業療法士の声を集約し、関係団体や行政、議会等と連携を図りなが
ら、作業療法の価値と重要性を社会に伝えていく責任があります。今後も会員の皆さまととも
に、持続可能な職能基盤の構築と、より良い社会の実現に向けて歩んでまいります。

引き続き、ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。



【２】 第１３回 岡山県作業療法士連盟主催 学集会

今回の学集会は、参議院議員の田中まさし氏をお招きし、
「社会ニーズに応じた作業療法の展開」というテーマのもと
講演をいただきました。

我々を取り巻く社会ニーズについて、「地域医療構想」や
「地域包括ケア」といった内容を分かりやすくお話くださいました。

急性期においては早期から濃厚なリハビリ介入を行い、包括期では早期在宅復帰に向けて取り
組み、生活期では社会生活に戻った時に生活行為をできるようするためリハビリ職種の関りが重
要であることや一貫したリハビリを提供できる仕組み作りが大切であることなどがよく分かりま
した。

医療や介護だけでなく、高次脳機能障害者に対する理解の促進や対応、特別支援学校での関り、
介護予防などさまざまな場面で作業療法士が成果を発揮していくことが求められていることな
どもよく分かりました。

また、田中先生のいろいろな活動を聞く中で、作業療法士などリハビリ専門職の職域の確保や
拡大・給与などの処遇改善を行うためにはリハビリの必要性について理解を促したり、法案に職
種を記載してもらうことが重要であり、リハビリ出身の議員の選出や議員の先生方との継続的な
繋がりを持ち続けることが必要であると改めて感じました。 （以上）

感想

演題名： 「社会ニーズに応じた作業療法の展開」



編集後記 ～ 参議院議員選挙活動のお礼報告とお願い ～

平素から当連盟活動に、ご理解ご協力を賜り、誠にありがとうございます。

また、先般開催されました参議院議員選挙におきましても、リハビリテーション関連職能団体が
職種の垣根を超え、繋がり合い行ないました、田中まさし氏の政治活動を支援する活動に、ご理解
ご協力を賜り、感謝いたしております。

残念ながら、この度の選挙では当選に至りませんでしたが、同活動を通じて得たものも決して
少なくありません。作業療法士が活躍できる環境を整えるためには、より一層の具体的な奮起が
必要であると痛感した次第です。

『 入会のご案内 』お知らせ



◎作業療法士の社会的地位の向上を実現するために・・・

政治への関与が欠かせません。
現在、作業療法士の理解者や代弁者となる議員を増やし、政策に作業療法の視点を反映させるための活動が
求められています。
将来的には、作業療法士自身が国政や地方議会で活躍し、政策形成に関与することも視野に入れなければなり
ません。

現在、国は2040年を見据え、全世代対応型の持続可能な社会保障制度の構築を進めています。
少子高齢化の進展により、地域包括ケアの推進が求められ、リハビリテーションサービスの充実が重要視される
中、作業療法士の果たす役割への期待は高まっています。

◎こうした取り組みを推進するために・・・

強固な組織基盤と共に安定した財政基盤が必要です。
現状では、日本作業療法士連盟の会員数は十分とは言えず、財政的な課題も抱えています。
作業療法士の未来を切り拓くためには、より多くの方々に連盟へ加入していただき、積極的な活動を支えてい
ただくことが重要です。

◎作業療法士の可能性実現のために・・・

作業療法士には、社会構造の変化によって生じるさまざまな社会ニーズや課題を改善できる力があります。
高齢化、障害者支援、児童福祉、産業医療、地域包括ケアなど、私たちの専門性が求められる場は数多く存在し
ます。
作業療法士がこれらの分野で十分に活躍できる環境を整えるためには、職域の拡大と制度改革が不可欠です。

当県連盟は、それらの目標を推進すべく活動を行なってまいります。
皆さまのお力が必要です。 今後とも宜しくお願い致します。

（以下、日本作業療法士連盟ホームページより 二神雅一会長 挨拶文引用）
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